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愛媛教職員組合（JTU えひめ） 
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執行委員長 

    田中 正史 

 
 2017 年度がスタートしました。私たち愛媛教職員組合は様々な取組をしています。 

毎年、県教委交渉を行っています。2017 年 1 月の申し入れ項目は、人事委員会勧告と給与、

全国学力・学習状況調査、勤務時間の長時間化・多忙化解消の具体的手立て、特別支援教育、事

務職員の勤務、学校講師の権利拡大、高齢教職員の処遇、土曜日授業、少数職種の待遇、校

外での政治的活動の届け出制、施設設備の計画、性的マイノリティへの対応についてです。

少しずつではありますが、交渉の成果は出ています。 

また、2016 年 9 月と 2017 年 2 月には愛媛県人事委員会へも自治労愛媛県本部、愛媛県職

員労働組合と合同で給与や勤務条件について交渉を行っています。 

2016 年度の県教委交渉・人事委員会交渉の詳しい内容は愛媛教職員組合ホームページ

http://jtuehime.sakura.ne.jp/  に掲載していますのでご覧ください。 

学習会・交流会・教育研究会（研修会）も開催しています。昨年度実施内容は（Ｐ3）に記

載していますのでご覧ください。今後もよりよい研究会等となるよう模索していきたいと思

います。共に学び合いながら教職員としての力量を高めましょう。 

 私たち愛媛教職員組合は民主的な職場、働きやすい職場を目指して取組んでいます。その

ためにも、仲間を増やしていきたいと考えます。新採 1 年目、講師の方も、もちろん組合に

加入できます。 

 

 

“助け合える仲間になりませんか”  

and   “実践交流で現場力をつけませんか” 
 

http://jtuehime.sakura.ne.jp/
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【主な活動】 

〇 私たちは日本教職員組合に加盟しています。（１９４７年６月８日結成大会）

教職員労働組合連合体としては日本最大。日本労働組合総連合会に加盟してい

ます。教育研究全国集会に参加して教育の実践を交流することができます。ま

た養護・事務・学校給食・学校図書館などの学習会にも参加できます。 

日本教職員組合のシンクタンク国民教育文化総合研究所は１９９１年に発

足し、今日的な教育課題を掘りさげ「子ども、保護者、現場教職員を元気づけ

る研究」を進め、成果は報告書にまとめ発信しています。 

 

〇 愛媛の教育改革アンケートを実施し、教育環境、教職員の勤務条件の改善な

どについて県教委に要求し交渉をしています。愛媛教職員組合は愛媛県人事委

員会に団体登録をしています。愛媛県教育委員会、市町教育委員会、愛媛県人

事委員会と直接交渉ができる職員団体です。 

 

〇 授業にすぐ役立つ研修がしたい！ 教師としての力量を高めたい！ 

愛媛でも、教育研究会（研修会）を実施しています。愛媛県教員採用試験合

格に向けての学習会も実施しています。 

 

〇 メンタルヘルス面においても、増える教職員の心の病などに対し、軽減・緩

和へとサポートします。心が疲れているかなと感じたら、遠慮なくご連絡くだ

さい。 
  

〇 子どもたちのため、教職員のため、平和で差別のない社会づくりのために、

民間団体の方たちとも一緒に活動し、知見を深めています。 
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学習会・交流会・教育研究会（研修会）の実施について 

春  愛媛県教員採用試験合格に向けての学習会 

  内容は、一般教養、教職教養、集団討論、小論文などです。模擬面接などを実施して、 

実際に役立つように考えています。2012 年度から毎年、合格者が出ています。 

2017 年度はさらに内容を充実する方向でより効果のある学習会にしたいと思います。 

ご案内は愛媛教職員組合ホームページに掲載予定です。 

集団討論は実際を想定して練習ができ実践的であったと思います。自分の現状が見られて良かったです。 

小論文は誰もが書けることでではなく、実際に自分で経験してきたことの中から対応法を示し、熱意を

伝えることが必要だと感じました。（参加者感想より） ⇒ 結果、見事合格しました。 

夏  交流会「えひめ夏物語」 

  1 学期を終えて、現場の悩み等を出し合い情報交換をしながら「ほっ」と一息つく交流

会です。リフレッシュ、リフレッシュ、リフレッシュです。夏休み気分で明日への 

元気が取り戻せるような交流会などを実施。昨年度は大島青松園を訪問しました。 

秋  愛媛・父母と教職員の教育研究会 

  地域住民、保護者を交えての研究会です。子どもたちが安心して学び、夢が実現できる 

社会づくりをめざして、講演・レポート発表といった内容で開催しています。地域に開か 

れた研究会です。ぜひ、お友達とお越しください。（2017 年度は、第 54 回です。） 

（第 53 回教育研究会の詳しい内容は愛媛教職員組合ホームページに掲載）              

講師 江種祐司さん（広島県原爆被爆教職員の会 会長） 演題「ヒロシマの心」 

元音楽の先生らしい良い声の上に、巧みな話術の持ち主であることが、この講演をすばらしいものにし

ていたと思いますが、何よりも話しの中身が圧倒的な力を持って、私たちに迫ってきてくれたと思います。

被爆者としての苦しい体験であったことは、退職後まで話せなかったことからも伝わってきましたが、ヒ

ロシマのことが、今 70 年を過ぎてなお、伝わっていない、踏みにじられてきたことが、フクシマでも繰り

返されたのだということが、わかりました。私たちにできることを今一度、見つめ直させてくれる良い講

演だったと思います。（参加者感想より）  

冬  研修会「えひめ冬物語」 

昨年度（2017 年 2 月 11 日）は、プラウドから木村アンリさん・藤田博美さんを講師に 

（プラウド：性の多様性を尊重する社会づくりをめざし、LGBTに関する活動を行っている非営利団体）

迎え、「教育者として考える LGBT」 ―気づいてあげよう、子どもたちの SOS― と題し

て学びを深めました。（詳しい内容は愛媛教職員組合ホームページに掲載） 

今日の話を聴いて、自分の認識が全く不足しているということ。生徒と一緒になって笑っていたことが

思い出された。いやな思いをしていたのに笑っていた（差別していた）ことなど、今なら問題となること

を平気でやっていた（しゃべっていた）ことになります。自分を見つめ直すきっかけになって、良い研修

でした。（参加者感想より） 
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・月 80 時間超過勤務したら過労死レベルである。 

・体を大事にして勤めていただきたい。 

・自分の身は自分で守る。 

学校現場で疑問に思われること、また、色々な面で心理的に追い込まれる前に、 

お気軽にご連絡ください。 

 

そのままＦＡＸしてください。（２４時間受信できます。） 担当 越智、高智 

ＦＡＸ番号 （０８９）－９２４－４４０３ 

          
 

愛媛教職員組合 加入申込書 
 

愛媛教職員組合に加入いたします。 

                         申込日   年   月   日 

【組合費（定額制）月額 教諭 2,000 円 ・ 講師 500 円】 

ふりがな  （連絡先 携帯電話等） 

 
 

氏  名 

 

             

教諭   講師 

            

  20 歳代 ・ 30 歳代 ・ 40 歳代 ・ 50 歳代 
 

現住所 

〒   －   

 

 

 

                        

勤務校名            

※ 加入申込書に記載の個人情報は、適切に管理し情報発送等に利用させていただきます。 

※ Ｅメールの場合は様式自由です。下記のメールアドレスに上記内容を記載の上、申し込ん

でください。ＨＰからもＥメールに入れます。 

 

 愛媛教職員組合 
  〒790－0813 松山市萱町６丁目４２ コーポラスかやまち１Ｆ 

ＴＥＬ（０８９）９２４－４５４６  ／  ＦＡＸ（０８９）９２４－４４０３   

Ｅ-mail  jtuehime@lime.ocn.ne.jp  

ＨＰ     http://jtuehime.sakura.ne.jp/                                          

mailto:jtuehime@lime.ocn.ne.jp
http://jtuehime.sakura.ne.jp/

